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目的： 

母親のボンディング障害と、子どもの神経発達の遅れとの関連および性差について検討することを目的としました。 

 

方法： 

母親の産後 1 年時のボンディング障害は、赤ちゃんへの気持ち質問票（Mother-to-Infant Bonding Scale：MIBS）を用

いて評価しました。子どもの神経発達（2，3，4 歳時）は Ages and Stages Questionnaires Third Edition（ASQ-3）を用い

て評価しました。母親のボンディング障害（MIBS）と心理的ストレス（K6）の組み合わせにより群分けを行い、参照群

（MIBS≤4 かつ K6≤4）を設定した多変量ロジスティック回帰分析を男女別に実施しました。多数の母親および子どもの

背景要因を調整し、多重検定補正を行いました。 

 

結果： 

男児では、心理的ストレスを伴わない母親のボンディング障害は、2～4 歳において、ASQ-3 の全 5 項目（コミュニケ

ーション、粗大運動、微細運動、問題解決、個人・社会性）の発達の遅れと有意に関連していました。一方、女児で

は、4 歳時において、コミュニケーション、粗大運動、微細運動、個人・社会性の発達遅れとは有意な関連が認められ

ましたが、問題解決の発達遅れとの有意な関連は認められませんでした。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

母親のボンディング障害は、子どもの神経発達の遅れと関連することがこれまでに報告されていますが、性差に着目

して検討した研究は国際的にも限られています。本研究では問題解決の発達への影響については、性差がみられる

ことが示唆されました。一方、本研究の限界として、母親のボンディング障害および子どもの発達の評価が自己記入

式質問票によるスクリーニングであり、臨床診断ではない点が挙げられます。また、母親の心理的状態やボンディン

グ障害は医学的に診断されたものではなく、評価時期が産後 1 年であることから、早期産後の状態を十分に反映して

いない可能性があります。 

 

結論： 

母親の産後 1 年時のボンディング障害は、男女ともに、4 歳時でのコミュニケーション、粗大運動、微細運動、個人・社

会性の発達遅れと関連していました。子どもの問題解決の発達については、男児では 4 歳時で発達遅れと関連して

いましたが、女児では有意な関連は認められませんでした。 

 


